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2023年7月
（令和5年）

支部総会・学年会開催相次ぐ
　昨年７月の阪神
支部を皮切りに、
京阪・京都、近鉄、
阪急の各支部が相
次いで総会を開催
しました。特に、京
阪・京都支部は３年
前の創立以来の初
会合となりました。
学年会も活動を始めました。なお、阪神支部は今総会を
もって解散されました。（P8～P10参照）

「はたちの集い」も　71・72・73期　昨年度一挙に
　コロナの感染拡大のため、71期、72期は計画を延長
し、開催機会を窺っておりましたが、昨年8月、9月に開催
できました。73期は今年3月に開催しました。（P11参照）

「I Tスクール」へ
旧「パソコンスクール」をリニューアル

　時代の要請に応えて、従来の「パソコンスクール」を改
称し、パソコンのほかスマホ、タブレットなども含めて運
用することになりました。ぜひご参加ください。（P7参照）
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　本年５月新型コロナが5類に移行され、感染対策は事業者・個人に委ねられることになりました。既に昨年から、
金蘭会でも感染対策を取りつつ、各種活動が始まっています。中止してきた「金蘭会セミナー」も、今年９月から
再開します。ただ、従来とは異なり、年５回、土曜日午後３時からの開催となります。（詳しくはP7）

新型コロナ5類移行　感染対策自主判断に

金蘭会活動　順次再開へ
本年9月から 年5回土曜日午後開催金蘭会セミナー

校内施設８ヶ所に説明パネル  除幕式・贈呈式
《S48年卒　卒業50周年記念で母校へ寄贈》

　S48年卒業の皆さんが卒業50周年を記念して、金蘭会館や
昭憲皇太后行啓記念碑など校内施設８ヶ所の由来などを説明

するパネルを製作し、母校へ寄
贈しました。母校の歴史を次世
代に伝え、母校愛を育み、訪問
者にも親しみを感じてもらう一
助にしたいとのことです。５月
27日にS48年卒の会員のほ
か、母校から村田校長先生、金
蘭会から石田会長と留井副会長
が出席し、除幕式および贈呈式
が行われました。（P10に関連
記事）

グローバルリーダー育成 本年夏 オーストラリア研修
一般財団法人金蘭会が支援（初適用）

　グローバルリーダー育成研修については、平成26年
から匿名会員による寄付金をもとに同窓会金蘭会が支
援してきましたが、令和2年からは一般財団法人金蘭会
が支援することを大阪府から認可されました。しか
し、直後に新型コロナのパンデミックが起こり、3年間
にわたり研修自体が中止になりました。
　今年は、7月30日～8月5日にオーストラリアで研修
が行われ、選抜された10名に研修費の助成を行いま
す。一般財団法人金蘭会としては初適用となります。
（P4参照）

英国交流も復活　本年7月　今年は受け入れの年
　英国ペングライス校との交流も再開されます。今年は
英国からの生徒を迎える年にあたります。費用の一部を
従来どおり同窓会金蘭会が支援します。（P4参照）

エンパワーメントプログラム
　　　　（オンサイト研修）を支援
　コロナのため中止になった海外研修を補完するた
め、昨年8月、母校
へ海外からの留学
生を招いて、対面
で学ぶオンサイト
研修が行われ、研
修費の一部を支援
しました。（P4参
照）

視聴覚教室へプロジェクターを寄贈
毎年の母校支援金を活用

　毎年助成している母校支援金を活用して、昨年11月
新たに高性能のプロジェクターを母校へ寄贈しまし
た。これによって視聴覚教室の映像が格段に見やすく
なりました。

母 校 支 援

創立3年目にして初開催となった
　京阪・京都支部総会（ホテルオークラ京都）

海外からの留学生を講師に招いての研修

中庭で行われた除幕式
右からS48年卒矢倉氏、村田校長、
石田会長、留井副会長



　社会はほぼコロナ前の状況を取り戻してきましたが、皆さ
まにおかれましても、ますますご清祥のことと拝察申し上げ
ます。
「金蘭会の日常」復活へ －当面は感染対策に留意－
　金蘭会もこの3年ばかりはコロナの感染拡大の波に翻弄さ
れましたが、同時にコロナ対策に留意しつつ、できるかぎり
平常活動を維持できるように工夫を重ねてきました。特に昨
年からは、社会全体が「ウィズコロナ」の方向で動き始めま
したので、金蘭会の各種活動も復活するものが多くなりまし
たが、例えば飲食を伴う会合は十分な席間隔を確保した上に
アクリル板設置が必要で、親密な懇親という雰囲気とはやや
距離がありました。
　本年5月からは法制上の5類移行に伴い、いろいろな制約
が大幅に緩和されることになりました。以前のように笑顔溢
れる「金蘭会の日常」が戻ってくるものと期待しています。
　ただ、コロナが無くなったわけではありません。特に、依
然として高齢者や基礎疾患のある人は重症化リスクが高いと
されています。金蘭会活動の現状をみると、まさにこの条件

に該当される方が多いので、基本的な感染対策は続けます。
ご理解賜わりますようお願い申し上げます。

人と人のつながりを基本に
　コロナの感染防止のため、人と人の接触が制限されまし
た。それを補う一つの手段として、I Tの活用が進み、テレ
ワークやオンライン会議などが定着してきました。確かにど
こにいても参加できる便利さはありますが、一方では対人関
係を希薄化させる弊害も指摘されています。行動制限解除と
ともに会社も出社を基本にするところが多くなりました。同
窓会活動は人と人が直接に対面して親睦を深めることにその
意義があり、目指す所は対人関係の希薄化とは真逆です。I 
Tの効用を活かしつつ人間関係も深化させる知恵が求められ
ます。金蘭会でもオンラインを導入しましたが、会議は出席
を原則とし、事情があって出席できない方と会場とを結ぶ方
式で運用しています。
　また、コロナ禍の間を通じて会費納入者が漸減傾向にある
ことも気がかりです。人的交流が活発になり金蘭会活動が活
性化することで増加に転じることを願っています。

お詫びと感謝 －記念誌に関して－
　一昨年に引き続き昨年も「大手前だより」で金蘭会創立
130周年記念誌の頒布をご案内しましたところ、思いのほ
か多くの方からお申し込みを賜り、1か月ほどで完売となり
ました。事前の予測の甘さが原因であり、お断りせざるを得
なかった皆さまには、幾重にもお詫び申し上げます。
　また、多くのお申し込みをいただきましたことおよびご寄
付のお申し出を多数いただきましたことに心より感謝申し上
げます。
　一日も早く笑顔溢れる金蘭会の日常が戻りますよう、皆さ
まの一層のご支援・ご協力をお願い申し上げます。

会　長
ご挨拶

会長　石田　良一（S39卒）
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【委員会（理事）】金蘭会組織
会　長　石田　良一　  S39

副会長
　留井　恵子     S39

　　　　野口　幸一     S54

会　計　貫井　昌博     S34
　　　　田原　由夫     S40

書　記　大鍛治　和美  S46
　　　　福味　真樹紅  S62
　　　　留井　恵子（兼任）S39
　　　　安積　香代子  S40
　　　　杢保　正夫     S42
総　務　田中　文        S50
　　　　渥美　寿雄     S53
　　　　野口　幸一（兼任）S54
　　　　大川　香理     S61

監　事　田中　明子     S53　
　　　　清水　道悦     H03

野口　幸一 　S54

（副委員長）
安積　香代子 S40

升谷　　　博  S27 安橋 興二郎 S34 中村　　　猛  S34 堀内　　　勲  S35
留井　恵子  S39
田中　　　文  S50 深来 由起夫 S57 大川　香理  S61

明賀　英樹  S45 大鍛治 和美 S46 田中　宏幸  S49 
江田　和夫  S62  

中　　　俊宏  H07  足立　恒也  H20 松葉　和墾  H28 三輪　凱人  H29 

委員会 委員長 委　　　　　　員

大鍛治　和美 S46

渥美　寿雄　 S53

野口　幸一  S54 大川　香理  S61 福味 真樹紅 S62
中　　　俊宏  H07 足立　恒也  H20 中出　大生  H23
安橋 興二郎 S34 五十嵐 祥晃 S34 貫井　昌博  S34
吉田　康一  S37 留井　恵子  S39 

中　　　俊宏  H07 福味 真樹紅 S62
安積 香代子 S40
中出　大生  H23

長田　陽子  H04
石川　温子  S33 安橋 興二郎 S34 田中　　　文 S50 渥美　寿雄  S53

松葉　和墾  H28
山口　髙弘  S35
小南　典子  S52

運 営 委 員 会

金蘭会文庫委員会

国際グリム賞委員会

母校支援委員会

堀内　　　勲　 S35 

田原　由夫　 S40 

杢保　正夫　 S42

留井　恵子　 S39 

山口　髙弘  S35 明賀　英樹  S45 小南　典子  S52
米田　玲子  S21.4 升谷　　　博  S27 辻本　　　賢  S34
大川　香理  S61 足立　恒也  H20 松葉　和墾  H28

石川　温子  S33 鴨下　勝子  S35 田原　由夫  S40
横幕　久治  S56 深来 由起夫 S57 平松　美樹  S58 
貫井　昌博  S34 堀内　　　勲  S35 安積 香代子 S40 
杢保　正夫  S42 大鍛治 和美 S46 田中　　　文  S50  
深来 由起夫 S57 福味 真樹紅 S62 江田　和夫  S62 

杢保　正夫  S42
長田　陽子  H04
田原　由夫  S40
横幕　久治  S56 
長田　陽子  H04
平松　美樹  S58
留井　恵子  S39 

組織・行事委員会

広 報 委 員 会

I T 委 員 会
三輪　凱人  H29 

令和5年度定時評議員会
令和５年４月22日㈯

４年ぶりに金蘭会館で開催

対面とオンラインとの
ハイブリッド形式で実施

母校・村田校長先生はじめ来賓挨拶のあ
と、前年度事業報告・決算および本年度
事業計画・予算が満場一致で承認されま
した。



　金蘭会の皆様には、平素より本校教育活動へ多大なるご
支援をいただいておりますことに、心より御礼を申し上げ
ます。
　ここ数年、ご挨拶と言えばコロナ禍についてのことが時
候の挨拶のごとく入っておりましたが、感染症法上の「５
類」に移行し、健康観察や換気・手洗いなどは引き続き必
要ですが、平時にはそれ以外に特段の感染対策を講じる必
要はないとされ、できない教育活動はほとんどなくなって
います。
　生徒の皆さんには「いよいよ、コロナ禍でできなかった
大手前の伝統ある行事などの学校生活を、継承すべきとこ
ろは継承しながら新しい大手前の歴史として築き上げると
きがきました。もう何もコロナのせいにはできません。皆
さんで、最高の青春、最高の思い出、最高の大手前高校を
作っていってください。」と話しています。
　また、夏休みには金蘭会からの多大なご支援により、海

外でのグローバルリーダー研修も実施できる予定です。本
当にありがとうございます。
　そして、やっと校歌を歌うことができるようにもなりま
した。昨年は～校歌を声高らかに歌いたい～と書かせてい
ただきましたが、ずっと清聴が続く中、生徒には「校歌
は、同窓と分かった瞬間に時を越えて一緒に歌える歌で
す。絶対歌えるようになってほしい。」と言い続けてきま
した。
　私が高校生の時は「大手前の校歌は女学校からの校歌な
のでキーが高くて男子は大変だなあ」くらいしか思ってい
ませんでした。それから40年以上たって、高等女学校時代
から北野中学と交流し新制高校となるときに校歌を変えて
いない（必要がなかった）ことは、素晴らしいことだと気
づきました。調べましたところ、多くの高等女学校は新制
になるときに新たな校歌を作っています。それは、歌詞に
操・乙女やその他良妻賢母を目指すような言葉が使われる
など、新制共学高校になるにあたり新たな歌詞を作る必要
があったからです。そのような中にあって大手前のこの歌
詞「ゆるぎなき力、とこわかの情(こころ)」「強き信念(ま
こと)、高き理想(のぞみ)」です。きっと誇り高き大手前高
女生の歌だったのだと思いますが、共学でも現代でも全く
遜色のないジェンダーレスな歌詞です。改めて、その誇り
をしっかり引き継いでまいらねばと、身が引き締まる思い
です。
　最後になりましたが、今後とも力強いご支援とご声援を
お願いいたしまして、ごあいさつとさせていただきます。

校長　村田　純子（S54卒）

校　長
ご挨拶
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～誇り高き大手前高校校歌～

本年度の人事異動
（講師は含まれていません）

…おもな行事予定…
行　　　　事

入学式
新入生オリエンテーション
健康診断
校外教授
体育祭（予備日22日）
コーラス大会
前期中間考査
英国交流（受け入れ）
水泳訓練（府立門真スポーツセンター）
夏季休業（3年生補充授業～28日㈮）
オーストラリアグローバルリーダー研修
文化祭（青桐祭）
2年前期期末考査
1･3年前期期末考査
2年修学旅行（南紀）
1･3年校外教授
後期始業式
後期中間考査
集中セミナー
1・2年球技大会
離別式
大阪城マラソン
後期期末考査
卒業式
終業式

　　　　ご　退　職

網谷　勝俊　先生（数学科）　　　再任用として本校へ

原田　　健　先生（保健体育科）　再任用として本校へ

丸上　規子　副主査　　　　　　　再任用として本校へ

　　　　ご　転　勤

竹田　賢司　教頭　　　　　　　　校長として府立島本高校へ

野坂　恭平　先生（国語科）　　　府立汎愛高校へ

岡　　広之　先生（数学科）　　　府立東高校へ

貴田　浩司　先生（保健体育科）　府立福井高校へ

後藤　久也　先生（英語科）　　　府立高槻北高校へ

　　　　ご　着　任

出口　　学　教頭　　　　　　　　府立吹田東高校より

中井明日香　先生（国語科）　　　新規採用

新崎　竜平　先生（数学科）　　　府立咲くやこの花高校より

神藤　音々　先生（数学科）　　　新規採用

井川　　悠　先生（保健体育科）　府立茨田高校より

鶴谷　樹里　実習助手　　　　　　新規採用

母校だより母校だより
月　　　　日

4月  4日㈫
5日㈬～  6日㈭
20日㈭
28日㈮

5月19日㈮
31日㈬

6月  8日㈭～14日㈬
7月10日㈪～20日㈭
18日㈫～20日㈭
24日㈪～

7月30日㈰～8月5日㈯
9月  9日㈯～10日㈰
22日㈮～29日㈮

9月27日㈬～10月3日㈫
10月  1日㈰～  4日㈬

4日㈬
10日㈫

11月30日㈭～12月6日㈬
12月  7日㈭～  8日㈮

20日㈬
1月31日㈬
2月  9日㈮
20日㈫～27日㈫

3月  1日㈮
18日㈪
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令和4（2022）年度　主な大学合格者数

国 

公 

立 

大

私 

立 

大

1
14
40
31
60
8
7
5
5
42

一橋大学
京都大学
大阪大学
神戸大学
大阪公立大学
大阪教育大学
京都工芸繊維大学
奈良女子大学
（医大）
その他

9
201
207
160
81
78
14
21
4

122

早稲田大学
同志社大学
立命館大学
関西大学
関西学院大学
近畿大学
京都薬科大学
大阪医科薬科大学
神戸薬科大学
その他

母校だより母校だより

エンパワーメントプログラム（オンサイト研修）ご報告
　金蘭会からのご支援のもと、令和４年８月１日～５日
に、オンサイト研修を実施しました。昨年のオンライン研
修を経て、ようやく実現した対面での国際交流事業です。
　日本各地の大学院で学ぶ留学生10名を大手前高校に招
き、SDGｓを初め、答えが一つではない課題について様々
な観点から英語で議論を行いました。生徒たちは当初「第
二言語としての英語」を話す英語圏以外出身の留学生に、
ネイティブとのアクセントの違いから戸惑っていたもの
の、「コミュニケーションの道具」として英語を使う彼ら
の様子に触発され、「間違いを恐れず、恥ずかしがること
なく、自分の意見を伝えようとすることの方が大事だ」と
考えるようになっていきました。
　研修後のアンケートには、「常に自分の意見を持つとい
うことが、実は大変なことだ。」「自分の意見がないまま

に相手の意見を聞くだ
けでは本当の意味で相
手のことを理解しよう
という気持ちになれて
いない。」「自分の意
見を相手に伝えようと
することで、同時に相
手のことも理解する聞
き方が出来るようにな

る。」などがあり、相互に理解することの本質を学んだこ
とが窺えます。
　今後の学校生活や人生に活かせる貴重な経験をした60名
の生徒たちは、他の生徒たちにも良い影響を与えることで
しょう。今後とも国際交流事業へのご支援を、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

令和4年度 国際教育部　部長　兼崎信一郎

令和5年度の予定
１．英国交流
　同窓会金蘭会ご支援のもと、7月10日～20日に、姉
妹校である英国（ウェールズ）のペングライス校より生

徒10名（引率教員2名）を留学生として受け入れ予定で
す。宿泊を伴わない形でのホストファミリーとの交流、
全校集会での相互プレゼンテーション、京都･奈良･大阪
市内での校外交流企画を実施予定。7月19日には金蘭会
館にて、FAREWELL PARTYを予定しております。
2.  オーストラリアグローバルリーダー研修
　一般財団法人金蘭会からの支援に替わりましたが、7
月30日～8月5日にオーストラリアグローバルリーダー
研修を実施予定です。本研修に参加する2・3年生40名
のうち、学業成績が特に優秀と認められる10名に対し参
加費用の助成をいただく予定です。

母 校 の 話 題　
令和4年度文化講演会「宇宙から地球を診る」

　金蘭会130周年記念事業で、母校と共催の文化行事にな
るはずだった中川敬三氏
(S50卒)の講演会が、令和
4年10月28日㈮に実施さ
れました。コロナの影響
で、全校生徒が体育館で一
堂に会する形式ではなく、
3年生は各教室でリモート
による参加となりました。
　中川氏は、前宇宙航空研究開発機構(JAXA)チーフエンジ
ニアであり、プロジェクトマネージャとして開発を担当し
た「しずく」と名付けられた地球観測衛星について語られ
ました。「しずく」の別名である「水循環変動観測衛星」
の名が示す通り、衛星を利用して地球の水蒸気量および海
面水温の測定など、地球上の水循環に関する物理量の観測
が行われた実際がわかりやすく示されました。「ともすれ
ば、日常から遠く離れた存在のように感じられる人工衛星
が、いかに私たちの生活に欠くことのできないものになっ
ているのかを知ってもらいたい」と仰っておられました。
　様々な事例が語られる中、人工衛星から得られる情報が
漁業操業の効率化（マグロやカツオの漁場予測など）に貢
献していることなども身近な事例として生徒の関心を呼び
ました。このように壮大なプロジェクトを推進されたこと
は、在校生に将来への大きな指針を与えるものだと感じま
した。

令和4年度 図書部　部長　寺尾光弘
《生徒の感想》
・宇宙開発は各々の国が行っていると思うので、協力より
も競争社会なのかなと思っていたら、海外の宇宙開発機
関に研修に行ったり、複数の国で同じところを通って
様々な情報を得たりしていると聞いて、これは国同士の
問題ではなく、地球全体で行っているプロジェクトなの
だなと納得しました。 (3年女子)
・現在の僕にも繋がるプロジェクトの話をしていただき、
計画、実行、期限、確認、処置の仕方を理解することが
できました。今後に繋げていきたいです。 (3年男子)

国際交流事業
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外科・内科・形成外科

母校支援母校支援　～ 集中セミナー ～

ホテルの仕事を学ぶ
（リーガロイヤルホテルにて）

アフターコロナのオフィス・オフィスワーク
（母校にて）

旅行業界の最新事情
（天満橋 八軒家浜にて）

探ろう！自分の『リアル』、大学の『リアル』
（大阪大学にて）

員会報告①委 員会報告①

◆母校支援委員会◆
　母校支援は、国際交流支援（P1・4）、集中セミナー支援
以外に、カウンセラー派遣等の支援を行っています。
　皆様の会費･賛助金が、母校後輩への支援に役立てられて
います。厚く感謝申し上げますとともに、今後もご協力よろ
しくお願いいたします。

（母校支援委員会委員長　杢保正夫　S42卒）

　金蘭会からご支援を頂いている集中セミナーが、令和4年
度も12月8日㈭、9日㈮に実施されました。2日間で69講座
（1日目：34講座、2日目：35講座）が開催され、1・2年
生が各日1講座ずつ受講しました。そのうち28講座では、母
校OB・OGが講師を務められました。各界の最前線で活躍さ
れている方々のお話を聞くことができ、生徒たちにとって非
常に実りのある2日間となりました。

令和4年度　母校OB・OGによる集中セミナー講座

Ｓ41
Ｓ46
Ｓ48
Ｓ48
Ｓ48

Ｓ48

Ｓ48
Ｓ48
Ｓ48
Ｓ48
Ｓ48
Ｓ48
Ｓ50
Ｓ52
Ｓ53

Ｓ53

Ｓ54
Ｓ54
Ｓ61
Ｓ61
Ｓ61
Ｈ10

Ｈ10

Ｈ16
Ｈ18
Ｈ18
Ｈ23
Ｈ25

元住友金属工業株式会社
公認会計士・税理士
Ichiya & Associates 代表
元証券アナリスト
JAXA筑波宇宙センター元研究開発員
岡山大学大学院環境生命科学研究科
陸水循環評価学 教授
NPOエガリテ大手前代表
米国外資系企業社長

映像プロデューサー・ライター
ヒルズハウスセカンド女将
株式会社 LIXIL 元役員
株式会社ロイヤルホテル代表取締役社長
神戸大学大学院工学研究科建築学科 教授　
近畿大学理工学部 教授
NPO法人ディーセント・ファームかしわら理事長
京都大学大学院農学研究科博士課程
大阪大学大学院人間科学研究科 教授　
大阪府立大学大学院獣医学専攻 教授
甲南大学フロンティアサイエンス学部 教授
株式会社 JTB
高エネルギー加速器研究機構 (ＫＥＫ) 教授
株式会社大同工業所 代表取締役
三菱地所株式会社
一般社団法人大丸有環境共生型まちづくり推進協会
煎茶家　一茶庵宗家嫡承
大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター医員

住友商事株式会社　インフラ事業部門
耳原総合病院

田 中 輝 幸
小 川 克 弘
一 箭 憲 作
矢 倉 　 要
姉 川 　 弘

大久保　賢　治

古久保　俊　嗣
古久保　俊　嗣
金 井 則 之
奥　村　恵美子
山 中 和 子
山 中 潤 一
蔭 山 秀 一
藤 谷 秀 雄
渥 美 寿 雄

植 田 剛 司

佐 藤 　 功
三 宅 眞 実
松 井 　 淳
西 川 幸 治
三 原 　 智
大 桐 伸 介

北 村 真 志

佃 　 梓 央
吉 村 旬 平
園 田 　 祥
宮 内 大 輔
細 谷 聖 美

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

講　　　　　　　　　　　　　　　師 卒 年

集中セミナー全講座は
こちらからご覧ください

認定特定非営利活動法人　秋桜舎
コスモスの家（NPO法人）
理事長　渡辺ひろみ（第5期生 昭和28卒）

コスモスの家の事業
◇法人事務局　◇ケアプランセンター　◇三田ふれあいセンターコスモスの家
〒214-0034川崎市多摩区三田1-25-5 三田コーポ125・124号室
TEL044-932-2425　　FAX044-932-2441
◇デイサービスセンター
〒214-0034川崎市多摩区三田2-5-3
TEL044-932-2730　　FAX044-819-6478
◇こすもす保育園（レイディアントシティ向ヶ丘1階託児室）
〒214-0033川崎市多摩区三田3-10-1
TEL044-934-0180　　FAX044-934-0182
◇めだかの地域大学　　◇まちづくり支援事業

〒214-0034 川崎市多摩区三田2-5-3
ホームページ：http://www.cosmosnoie.com/
E-mail:cosmos@mail.knet.or.jp

「コスモスの家」出版物
30年の歴史を語るブックレット3部作
を無料贈呈します（郵送料込み）

30年の安心して暮らせるまちづくり活動が認められ
令和4年度川崎市社会功労賞受賞「孤立する人」をつくらない！
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会　 務　 報　 告

令和5年度　一般会計収支予算
単位（円）収入の部

（令和5年 4月1日～令和6年 3月31日）

@5,000
@2,000

@2,000

科　　目 予算額 令和4年度決算 令和4年度予算
入 会 金
年 会 費
振 込 年 会 費

預 かり年 会 費
賛 助 金
広 告 料
雑 収 入
寄 付

1,800,000 1,745,000
3,814,000 3,952,000

3,424,000
終 身 会 費 414,000

114,000

3,600,000
414,000
100,000

3,300,000
414,000
100,000
2,000,000
180,000
35,000

2,189,000 1,900,000
240,000
62,825
65,520

収 入 合 計 7,829,000 8,254,345 8,089,000

240,000
35,000

0

［ 運 営 費 ］ ［2,579,120］ ［1,951,774］ ［2,649,120］

［ 予 備 費 ］ ［300,000］

事 務 局 費 2,499,120 1,917,955 2,569,120
会 議 費 50,000 28,858
慶 弔 費 30,000 4,961

［一般事業費］ ［3,790,000］
大手前だより発行費

100,000
2,700,000

［3,349,550］

はたちの集い支 援
200,000

2,501,800

50,000
30,000

［3,920,000］
2,700,000

卒業20周年学年会支援
新 春 の つ ど い

20,000

300,000

300,000

0
40,94250,000

入会記念品等製作費

300,000

5,045
卒 業 式 祝 賀 協 賛

100,000

223,063
272,992I T 関 連 費

10,000

金蘭会セミナー補助

会 員 名 簿 整 備 5,708
［1,200,000］

800,000
1,200,000

［2,000,000］

0
10,000文 庫 資 料 補 修 0

300,000
150,000

20,000
280,000
300,000

10,000

150,000
10,000

［特別事業費］
母 校 へ の 支 援
母校国際交流事業支援

［0］

7,301,324
0300,000

800,000

支 出 合 計 7,869,120
［当期収支差額（繰越金）］ －40,120 953,021
当 年 度 期 初 繰 越 金 29,739,406 28,786,385
当 年 度 期 末 繰 越 金 29,699,286 29,739,406

［2,000,000］

［300,000］

8,869,120
300,000

800,000
400,000 1,200,000

－780,120
28,786,385
28,006,265

科　　目 予算額 令和4年度決算 令和4年度予算
単位（円）支出の部

資　　産 金 　 額 負債・基金・剰余金 金 　 額

普通預金A（三井住友）
普通預金B（三井住友）

9，997,983
21,315,770

終 身 会 費
次年度以降の預かり年会費

7,352,000

剰余金

金蘭会運営準備金 6,281,028
普通預金C（三菱UFJ） 1,030,026

18,184,538

合 　 　 計 合 　 　 計
小　計

50,659,496

小　計

当 期 剰 余 金

周年記念事業基金
130周年記念行事準備金

3,788,005
3,000,000
35,057

20,920,090

前 期 繰 越 剰 余 金

29,739,406

28,786,385
953,021

50,659,496

現 金 131,179
現預金 預かり金・基金・準備金

464,000

郵 便 口 座

貸借対照表 令和5年 3月31日現在 単位（円）

@5,000
@2,000

@2,000

予算額科　　　目 決算額 備　考
入 会 金
年 会 費
振込年会費

預かり年会費
賛 助 金
広 告 料
雑 収 入
寄 付

1,800,000 1,745,000 349名

1,800,000
4,114,000

4,114,000
3,600,000
414,000
100,000

3,952,000 1,976名

207名
3,424,000

終 身 会 費 414,000
114,000

1,900,000
240,000
35,000

2,189,000
240,000
62,825
65,520

収 入 合 計 8,089,000 8,254,345

令和4年度　一般会計収支決算 （令和4年4月1日～令和5年3月31日）
単位（円）収入の部

令和4年度　事業報告
1. 一般事業
⑴　定時評議員会　令和4年4月23日㈯、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の

ため母校７階視聴覚教室にて実施
評議員総数304名中、出席者54名 委任状127名 合計181名
議案はいずれも可決

【決議事項】
第1号議案　令和3年度事業報告および収支決算承認の件

（金蘭会創立130周年記念事業報告及び同決算報告を含む）
第2号議案　令和4年度事業計画及び収支予算案の件
【報告事項】
第3号議案　各委員会報告
＊定時評議員会に先立ち、金蘭会創立130周年記念功労者表彰式を実施

⑵ 「大手前だより」発行　令和4年7月　（会員21,338名に発送）
⑶ 「新春のつどい」令和5年1月14日㈯
　於 大阪キャッスルホテル3階錦城閣　51名参加　　　

⑷　入会説明会（75期）令和5年2月28日㈫　於  母校体育館
⑸ 「はたちの集い」　新型コロナウイルス感染防止のため延期していたが次のよう

に開催できた。
71期　令和4年9月18日㈰　於 大阪キャッスルホテル
72期　令和4年8月21日㈰　於 シェラトン都ホテル大阪
73期　令和5年3月26日㈰　於 大阪キャッスルホテル

「卒業20周年学年会」　新型コロナウイルス感染防止のため本年度の実施はなかった。
⑹　金蘭会セミナー開催　　新型コロナウイルス感染防止のため休会
⑺　ホームページ運営　　　情報随時更新・最新情報を掲載
⑻　パソコンスクール運営　新型コロナウイルス感染防止対策をして

6月4回、7月2回　各2時間　実施　
10月2回　11月4回　12月2回　各3時間　実施

⑼　オンライン会議システムの導入・運用
⑽　新型コロナウイルス感染防止対策の実施

2．特別事業
⑴　母校支援事業
①母校主催事業に対する援助
集中セミナー・スクールカウンセラー等への支援

②母校国際交流研修（オンサイト研修）に対する援助
新型コロナウイルスによるパンデミックのため、中止となった海外研修の代替
として実施されたオンサイト研修を支援

⑵　第19回国際グリム賞の受賞者の選考・決定
⑶　「母校発祥の地記念碑」設置活動の推進

3．理事会開催日
第1回　令和4年  7月16日㈯　　　　第2回　令和4年  9月17日㈯
第3回　令和4年12月10日㈯　　　　第4回　令和5年  1月21日㈯
第5回　令和5年  3月  4日㈯　　　　第6回　令和5年  4月15日㈯

令和5年度　事業計画
1. 一般事業
⑴　定時評議員会　　　　 令和5年4月22日㈯
⑵ 「大手前だより」発行　令和5年7月　
⑶ 「新春のつどい」　　　令和6年1月13日㈯
⑷　入会説明会　　　　　 令和6年2月
⑸ 「はたちの集い」・「卒業20周年学年会」への支援
⑹　金蘭会セミナー
9月より再開（年5回、土曜日午後3時～4時、日程は以下の通り）
9月2日、11月18日、令和6年2月3日、5月18日、7月20日

⑺　ホームページ運営
⑻　ＩＴスクール運営
従来の「パソコンスクール」を改称し、パソコンのほかスマホ、タブレットなど
も含めて運営
⑼　新型コロナウイルス感染防止対策の実施

2. 特別事業
⑴　母校支援事業
　①母校主催事業に対する援助
　②母校国際交流事業に対する援助
⑵　第19回国際グリム賞の受賞者発表と贈呈
⑶　役員選出委員会の設置（新役員選出活動の推進）
⑷　「母校発祥の地記念碑」設置活動の推進

3. 理事会開催予定日
第1回　令和5年  7月22日㈯　　　　第2回　令和5年  9月16日㈯
第3回　令和5年12月  9日㈯　　　　第4回　令和6年  1月27日㈯
第5回　令和6年  3月  2日㈯　　　　第6回　令和6年  4月13日㈯

◎予告
　　令和6年度の定時評議員会は、令和6年４月20日㈯14時からの予定です。

［ 運 営 費 ］ ［2,649,120］ ［1,951,774］

［ 予 備 費 ］ ［300,000］

事 務 局 費 2,569,120 1,917,955
会 議 費 50,000 28,858
慶 弔 費 30,000 4,961

［一般事業費］ ［3,920,000］
大手前だより発行費

300,000
2,700,000

［3,349,550］

はたちの集い支 援
150,000

20,000
280,000

2,501,800

卒業20周年学年会支援
新 春 の つ ど い
入会記念品等製作費
卒 業 式 祝 賀 協 賛

300,000

300,000
0

40,942
5,045

223,063

150,000
I T 関 連 費

10,000

272,992
金蘭会セミナー補助

10,000

0
0

0

文 庫 資 料 補 修

［2,000,000］
会 員 名 簿 整 備

［特別事業費］ ［2,000,000］
5,708

母 校 へ の 支 援
母校国際交流事業支援 1,200,000

800,000

［0］
300,000

1,200,000
800,000

支 出 合 計 8,869,120 7,301,324
［当期収支差額（繰越金）］ -780,120 953,021
当 期 期 初 繰 越 金 28,786,385 28,786,385
当 期 期 末 繰 越 金 28,006,265 29,739,406

科　　目 予算額 決算額 備　考
単位（円）支出の部

3年分
3年分

未 払 金
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または「受講申し込み」をご参照ください。
   https://kinran.jp/school/index.html
（IT委員会委員長　　 渥美寿雄　S53卒）
（ITスクール部 部長　野崎栄行　S36卒）

◆運営委員会◆
金蘭会セミナー再開のお知らせ

　休止しておりましたセミナーを、1面にもありますよう
に、今期は全5回、下記の通り再開いたします。
　大手前だよりに同封の振込用紙にて、8月10日迄にセミ
ナー会費2,000円をお振り込みください。会費をお振り込
み下さった方に、往復葉書にて毎回ご案内いたします。
●開催日：①2023年9月  2日㈯　②2023年11月18日㈯

③2024年2月  3日㈯　④2024年  5月18日㈯
⑤2024年7月20日㈯　　　　　　　

●開催時間：午後3時～4時
●会　　費：全5回2,000円（案内郵送料、お茶代）
　　　　　　当日徴収無し　ビジターは1回500円
第1回　2023年9月2日㈯午後3時～4時
講師：佃　梓央氏（H16卒）
　　　煎茶家　一茶庵宗家嫡承
演題：「本当の友と、語りたのしむ『茶』の文化
　　　　　　　　　　　　　～大坂商人と煎茶の世界～」

（運営委員会委員長　留井恵子　S39卒）

◆国際グリム賞委員会◆
第19回国際グリム賞受賞者決定
　本年３月19日の最終選考会で、
オーストラリアのクレア・ブラッド
フォード（Clare Bradford）教授に決
まりました。
【贈呈理由】
　クレア・ブラッドフォード教授は、
多様で先端的な研究活動を通して、国際的な児童文学研究
に多大な貢献をしてきた。
　多文化主義、植民地主義、ポストコロニアリズムなどの
新しい分野の研究をリードし、広い視野で「先住民性」を
テーマとした研究を行っている。『民族性を読み解く　
オーストラリア児童文学における先住民』（2001年）
『児童文学における中世』（2015年）など多くの著書が
あり、世界的に注目されてきた。2007年から2011年ま
で国際児童文学学会会長を務めた。

贈呈式と記念講演会
　2024年２月４日㈰國民會館（母校北側）で予定してい
ます。

(国際グリム賞委員会委員長　田原由夫　S40卒)

◆組織・行事委員会◆
　本委員会は「金蘭会活動活
性化施策」を推進するため、
以下の取組みを行いました。
⑴行事の企画・運営
　「新春のつどい」
　　本年1月14日㈯、３年ぶりに錦城閣にて開催
⑵組織活性化施策の推進
①入会説明会
本年２月28日㈫、母校体育館にて実施
②はたちの集い
71期生　昨年９月18日㈰大阪キャッスルホテル
72期生　昨年８月21日㈰シェラトン都ホテル大阪
73期生　本年３月26日㈰大阪キャッスルホテル
にて、各学年とも200名以上の参加をもって開催。
③卒業20周年学年会
52期生以降、コロナの影響で開催が延期中。

⑶各学年評議員との連携強化
「はたちの集い」や「卒業20周年学年会」の開催のため
の事前説明・相談等の機会を生かし連携を強化
⑷支部との連携
各支部と情報の共有を図り連携を推進

（組織・行事委員会委員長　野口幸一　Ｓ54卒）

◆金蘭会文庫委員会◆
　文庫委員会は、高女時代から現在までの卒業アルバムや
会員名簿、記念誌、諸活動の記録や写真等の保管整理を
行っております。また、卒業生が出版された書籍や作品
集、懐かしい母校の写真や資料などの寄贈品も多く、次の
世代へしっかり伝承していき、パソコン･スマホでも蔵書の
閲覧を可能にしたいと思っています。

（金蘭会文庫委員会委員長　堀内 勲　S35卒）

◆IT委員会◆
（IT委員会は、「ホームページ部」と「ITスクール部」で構
成されています）

「ITスクール」（リニューアル）のご案内
　ITの進歩に伴うスマホ・タブレットの急速な普及・発展
を受け、従来の「パソコンスクール」で扱ってきた、パソ
コンの基本操作・WORD・EXCEL等に限らず、タブレッ
ト・スマホによる各種操作、LINEによる情報交換、写真・
ビデオの撮影・閲覧、住所録・カレンダー機能や位置ソフ
トなど、さらに機能的な活用を学ぶ「ITスクール」を新た
にスタートさせることになりました。金蘭会会員間の交流
に大変有意義だと思います。
 ご関心をお持ちの場合、ぜひ受講者とし
て、また講師としてご参加ください。お
申込み・お問い合わせ方法は、下記HPの
「金蘭会パソコンスクールご案内詳細」

委 員会報告②

オンライン会議　タスクフォース
　オンライン会議システム導入と、その後の円滑な運営
を図るため、昨年４月にタスクフォースを立ち上げ、当
日の会議運営と諸課題の解決に取り組んでいます。
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支 部 だ よ り
………阪 急 支 部………

　昨年度は、小坂井嘉夫先生（S39卒）の講演後、和やかに会
食・懇談をしました。
　今年は、会場をホテル阪急レスパイア大阪（ヨドバシカメラ梅田
店隣接）に移し下記の要領で懇親会（総会）を予定しております。
皆様のご参加をお待ちしています。

記
日　　時：令和5年11月12日㈰13時開会
場　　所：ホテル阪急レスパイア大阪　９階

https://www.hankyu-hotel.com
イベント：亀井登志夫氏（S45卒）による

ギター１本の弾き語りミニライブ
　[プロフィール]

大学時代にバンドを結成。
キングレコードよりプロデビュー。
山下久美子、高橋真梨子他多くのアーティストに
楽曲提供。
2019年よりシンガー宣言をし、精力的にライブ活動。

会　　費：9,000円
（連絡先）　支部長　留井恵子（S39卒）

FAX　06-6383-8020
tomesans@remus.dti.ne.jp

………南 海 支 部………
　皆さま、お元気でお過ごしのことと存じます。
　４年振りの懇親会を、下記のとおり、難波の新歌舞伎座の跡地に
誕生したホテルで行いました。

記
　日　時　令和５年７月２日㈰　12:00～15:00
　場　所　ホテルロイヤルクラシック大阪８階
　　　　　　　　　　　　　　　「花笑（はなえみ）」
　恒例の豊富な賞品のある「面白クイズ」、そして二部仕立ての講
演（①元ラグビー全日本代表主将横井章氏（S35卒）による来た
る９月のワールドカップの観戦の極意、②弁護士田中宏幸（S49
卒）による失敗しない遺産分割）が行われました。
　来年も多数の皆さまのご参加をお待ちしております。

（連絡先）支部長　田中宏幸（S49卒）
TEL：06-6630-3005
 FAX：06-6630-3015

………京 阪・京 都 支 部………

　昨年10月9日㈰に第1回総会をホテルオークラ京都にて、支部結
成後、3年目にしてようやく開催することが
出来ました。京阪沿線エリアと旧京都支部
同窓生を中心として、楽しい支部総会とな
りました。
　来たる第2回は今秋10月22日㈰に大阪中
之島のリーガロイヤルホテルで、日頃なか
なかお会いできない先輩・同輩・後輩の仲
間が集まり、母校の近況から、我々の現況

等々、楽しい話に花を咲かせるひとときの集いの場を持ちたいと思
います。そこでは母校ならではの社会のあらゆる分野で活躍してお
られる皆様の多彩な経験や話題が飛び交うことを期待しています。
　当日は、平成2年卒の落語作家 くまざわ あかね さんをお招きし
て、「上方落語よもやま話」をお聞きする予定です。

　いろいろ御多用のことかと存じますが、ふるって御出席いただけ
ればありがたく、御案内のお便りとさせていただきます。

（連絡先）支部長　中村　猛（S34卒）
mow@poen.ocn.ne.jp

………東 京 支 部………
　東京支部には東日本在住の卒業生約2,400名が登録しており、
毎年会報の発行と７月に総会・懇親会を開催して会員の交流を図っ
てきました。しかし令和２年春以降はコロナ禍のため活動は休止
し、総会は３回続けて書面開催となりました。
　ようやく本年５月に新型コロナ感染症は５類に移行し、ＷＨＯの
緊急非常事態宣言は終了したものの、準備期間不足のため今年の総
会の開催を見送らざるを得ず大変残念に思っております。
　これから役員会は再始動しますが感染症に対する警戒の継続に加
え諸物価の上昇など、支部運営の課題は山積しています。各世代の
会員の皆さんのご意見をいただきながら次の第99回総会、続く第
100回総会を安全安心のうちに開催できるように進めてまいりた
いと考えています。
　最新のお知らせは逐次支部ホームページに掲載します。支部会報
「金蘭会Ｔоｋｙо」のバックナンバーもホームページからご覧い
ただけます。また進学・転居などで東京支部に登録希望の方も「お
問い合わせ欄」からご連絡ください。

 文責　檜垣恭子（S48卒）
（連絡先）支部長　阪本 清（S42卒）

 東京支部HP　https://www.kinran.tokyo/

………近 鉄 支 部………
　近鉄支部は､昨年10月23日㈰に懇親会を近鉄菖蒲池駅の
「AYAMEKAN」で３年ぶりに開催しました。当日は30名の参加
で「弦楽アンサンブル生駒」の皆様の演奏と和食を楽しみました。
　今年は10月1日㈰11時半から上本町のシェラトン都ホテル大阪
での開催を予定しております。催しとしては26歳の若きチェリス
トの中村仁氏のチェロ演奏を予定しております。彼はチェロを幼少
期から始め、米ミシガン大学音楽学部器楽科を首席で卒業。ニュー
ヨークのジュリアード音楽院修士課程を卒業した時に世の中が新型
コロナで音楽活動がなかなか出来なくなり、昨年日本に帰国しまし
た。彼のコンサートを何度
か聞いた某近鉄支部会員は
非常に感動し、これから世
界に向けて活動していく実
力のある青年だと思われて
紹介を頂きました。大いに
ご期待ください。
　近鉄沿線に関係なく、ど
なたでも参加して頂いておりますので、お誘いあわせの上、是非と
もお越しください。
　これまでご参加いただいていた方には、8月中旬ごろに案内状を
発送する予定です。今回が初めてで案内状が必要な方は、下記連絡
先までご連絡いただければお送りいたします。

 (連絡先）　支部長　　五十嵐祥晃（S34卒）
TEL/FAX：0743-78-4847

igara444aki@kj8.so-net.ne,jp

ー 阪 神 支 部 ー
　コロナで実施出来なかった総会を、3年ぶりに令和４年７月18
日（月・祝）に宝塚ホテルで実施したものの、担当者が高齢になり
後継者もいないので、８月に支部活動にピリオドを打ち、残金
63,020円は金蘭会本部に寄付したとの報告が、９月の理事会で
ありました。昭和30年頃に設立された古参の支部の解散は残念で
すが、これも時代の流れかもしれません。
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学年会だより
S30年卒

S33年卒

学年同窓会　再・再々延期です
 昭和30年卒業の皆さん、お元気でお過ごしでしょうか。昨年
の「大手前だより」で、今年の同窓会は10月12日開催予定と
お知らせいたしましたが、幹事の皆さんと相談の結果、再・
再々延期とすることに決まりました。そのようなことで、学年
同窓会も４年間不開催となりますので、来年（令和６年）には
ぜひとも開催したく思っております。開催が決まりましたら
「大手前だより」に掲載いたしますとともに、書状にて皆様に
ご案内申し上げます。皆様のご健勝をお祈り申し上げます。

文責　多田嘉孝

10期生学年会開催報告
　令和５年４月６日、ホテルモントレ大阪にて約３年半ぶりに
学年会を開催した。東京から駆け付けた小泉君、車椅子で参加
の川上君はじめ64名が出席し盛大に催された。全員で記念撮
影後宴会場にて各組別の席に着いた。開会に先立ちこの３年半
の間にご逝去が判明した18名のお名前が読み上げられ、全員
で１分間の黙祷を捧げた。開会宣言後の冒頭挨拶では、欠席返
信の中には、ご遺族からの感謝のお言葉や、闘病中の方からの
盛会を祈る旨伝言があったことを幹事が伝えた。
　宴では各組全員の自己紹介、東京学年会の近況紹介、オカリナ
演奏、鈴木君著書の紹介が行われた。瞬く間に最後の校歌合唱と
なり、男女代表者のリードで久しぶりに力一杯合唱した後、閉会と
なった。話の尽きぬ人も多く、二次会も盛会だった。

幹事　平井　匠

I I（アイアイ）会を開催
　S34年卒(11期)は、I I会を5月15日㈪に開催しました。　
会場は、国の重要文化財に指定されている大阪市中央公会堂の
地下一階にあるレストランAWAKE。参加者67名と盛会でし
た。２次会は、中央公会堂地下１階展示室と3階特別室（旧貴
賓室）の案内ツアーとそこで
の歓談、および隣り合う中之
島バラ園の散策という盛り沢
山の内容でした。当日は天候
にも恵まれ、12時から17時
まで楽しい思い出に残るひと
ときを過ごしました。
　来年のI I会は1組・4組の世話で開催の予定です。

（６組・７組世話役一同）

昭和36年会　ご報告
　私達S36年卒は、昨年傘寿を迎え
80才になりました。コロナで3年間
集まれませんでしたが、やっと今年
の新年会を開催する事が出来、1月7
日㈯天満橋のキャッスルホテル錦城

閣に50人集まりました。歳とったとはいえまだまだ元気な懐
かしい顔、顔、顔。再会出来た事を喜びあいました。
　ホームページ「大手前高校36年会」を立ち上げていただい
ていろいろ情報交換をしています。元気な間に又会いましょ
う！
　来年の予定日時　2024年1月6日㈯13時半～15時半
場所　大阪キャッスルホテル　3階　錦城閣

文責　川野由紀子

傘寿同窓会開催
　５月６日、12時から大阪キャッスルホテル(天満橋)で傘寿同
窓会が、71名の参加者のもと盛大に開催されました。元々喜
寿同窓会の予定でしたがコロナで再三延期になり、３年が経過
して傘寿となりました。又の再会を約束し、新しい幹事を、小
川信夫さん、原田  稔さんにお願いして散会しました。

文責　田中　博

S34年卒

S36年卒

S38年卒

S40年卒

S45年卒

S46年卒

S47年卒

昭和38年会　ご報告
　令和４年10月18日、コロナまん延の間隙を縫って学年会を
開くことが出来ました。４年ぶりの快挙で、87名の参加をい
ただき、盛況のうちに無事一次会、二次会を終えました。毎回
利用しているKKRホテル14階の窓外に拡がった夕焼はこの日
格別に見事で、参加者全員の健勝を祈念するかのようでした。
お開きは「今日の日はさようなら」を合唱して皆さん帰途につ
きました。次回の開催は？です。今後はメール通信に力を入れ
たいと考えています。

文責　堀内昭宏

喜寿記念同窓会の案内
　2020年開催予定の「卒業55周年記念同窓会」が度重なる
コロナ流行の波で開催できないうちに、満年齢で数えると、喜
寿を迎えた方も現れ始めました。
　今年になって、その流行も下火になり感染法上の位置付けも
５類に移行したのを機に、2024年春に「喜寿記念同窓会」を
開催いたします。
　詳細が決定しましたら、『昭和40年卒のホームページ（大手
前40） URL  https:// otemae40.jpn.org』にて告知すると共
に、正式には来年１月頃、書状にて皆様にご案内いたします。

（３組）安積香代子

学年同窓会のお知らせ
　今年こそ10月に学年同窓会を開催したいと思います。卒業
50周年同窓会、２度、３度と延期・中止していましたが、本
年10月に開催する予定です。
　・日時　令和５年10月15日㈰午後３時～
　・場所　ホテルグランヴィア大阪
※７月頃に正式にご案内します。
　メルアド未登録の方は、下記アドレス宛連絡をお願いします。

（９組）耕　　章
 kohpost@yahoo.co.jp

昭和46年会　ご報告
　大手前高校卒業後50年の同窓会
を企画してすぐのコロナ禍で再々延
期の2年後、古稀を迎えた令和4年
10月30日にANAクラウンプラザホ
テル大阪にて、やっとの思いで開催
できました。
　これまで何度か開催してきましたが、初めて参加という方も
数人、総勢90余人、青春時代にプレイバックして賑やかに楽
しく、近々の再会を約束してお開きとなりました。

50年会の開催報告　
　コロナで延期していた50年会を半年遅れで4月23日㈰大阪 
京橋のホテル京阪グランデで開催しました。母校見学会、1次
会　2次会の三部構成で連絡先が判明している同窓生340名中

124名の方の参加がありまし
た。10年ぶりの開催、またコロ
ナで中々大きな集まりが開催で
きなかった事もあり、大きく盛
り上がりました。なお今回、参
加者の撮った写真は、Google 
Photoで共有サイトを作り、そ
のURLをQRコードにして名札に

入れ、撮影者各自がUploadし、参加者各自がDownloadする
事にしましたので、写真配布の手間は全くかからずに相互に配
布できました。

S47年卒50年会幹事代表　岡崎之則

S37年卒



10

学年会だより
S48年卒

S50年卒

卒業50周年記念行事及び懇親会のご報告
　一面でご紹介がありました通り、S48年卒（25期）は母校
の歴史を語るパネルを設置しました。除幕式の後、参加者52
名は旧校舎時代の母校の
姿を重ねながら８枚のパ
ネルを見学。視聴覚教室
で贈呈式が行われた後、
大阪城内を経由し懇親会
会場KKRホテルへ。総ガ
ラス張りの窓から真正面
に聳える大阪城を望むと
心は直ちに高校生に戻
り、場内は懐かしい思い出話に花が咲き、熱気に溢れました。
懇親会には、村田校長先生・木村事務部長様にご臨席いただ
き、盛会のうちに幕を閉じました。
　母校に来られた際は、ぜひ説明パネルをご覧ください。
　尚、８枚のパネルは以下の通りです。
　　昭憲皇太后行啓記念碑・淀君の手水鉢・金蘭会館・別館・
　運動場・中庭・校長室・茶室（作法室）

文責　萩原（旧姓加藤）真知恵

7年ぶりに開いた同窓会
　令和４年9月3日、大阪中之島のリーガロイヤルホテルにて
「昭和50年卒同窓会」を開催し、全国各地から97名の同窓生
と４名の恩師の先生方（中川寿郎先生、森延哉先生、今西利雄
先生、河﨑武夫先生）が集いました。
　50年卒もついに「高齢者」の仲間入りをしましたが、みん
なで集まると青年時代の面影が甦り、あの頃と変わらないノリ
で再会を祝しました。先生紹介、乾杯・食事、じゃんけん大
会、全体集合写真と、
あっと言う間の2時間が
過ぎました。引き続きホ
テルのレストランに大移
動して二次会（90名）
に。思い出話や近況報告
でひとしきり盛り上がっ
た頃には、もう閉会時間。さらに地下のバーへと会場を移して
三次会（37名）へ。
　次の学年同窓会は2年先の2025年に決まっています。今回
参加が叶わなかった皆さんも、また逢う日まで、お元気で！

文責　奥村陽一

卒業45周年学年会のお知らせ
　令和2年（2020年）の「還暦同窓会」は残念ながらコロナ
禍のため中止となりましたが、今年はコロナも収まりを見せ、
卒業45周年にあたることから記念同窓会を開催することに致

S53年卒

S54年卒

S57年卒

S62年卒

しました。ご案内は、ハガキならびにメールでお送りします
が、届かなくなっているメールアドレスが増えており、ご連絡
し辛くなっています。7月末時点でハガキあるいはメールでの
ご案内が届いていない場合、メールアドレスをお伝え頂けれ
ば、ご連絡を差し上げます。
　日時：令和5年11月3日（祝）15:00～17:00
　会場：大阪上本町　シェラトン都ホテル大阪 4階
詳細は、改めてご連絡致します。ぜひご参加ください。

連絡先：atsumihk@hera.eonet.ne.jp
渥美寿雄

予告「卒業45周年学年同窓会」
　来年2024年秋に開催予定です。詳細はメール等にてお知ら
せします。

野口幸一

34期「還暦同窓会」のお知らせ
　コロナ禍の影響で延期していました「第10回記念同窓会」
を「還暦同窓会」として企画しています。卒業後４年毎のオリ
ンピックイヤーに学年同窓会を開催してきましたが、今回も同
様、オリンピックイヤー(2024年秋頃)に予定しています。
　詳細につきましては、来年発行の「大手前だより」と金蘭会
ホームページに掲載の上、クラス幹事より連絡させて頂きま
す。

文責　深来由起夫

【卒業35年記念学年同窓会】開催
　2022年11月27日㈰シェラトン都ホテル大阪にて、河﨑先
生、雪矢先生をお迎えし総勢60名の参加のもと、卒業35周
年、今回で4度目の同窓会が開催されました。コロナが収束し
つつある中、広めの宴会場をとり、実際に会えること、話せる
こと、食卓を囲めること
を、これまで以上に喜び、
再会を満喫しました。
　今回は、開催準備から開
催のご案内、申し込みに至
るまで、新しい方法を採り
ました。郵送によるご案内
を止め、facebook「大手
前‘87」での開催告知や情
報の拡散、そして申し込み
は、GoogleForms&ネットバンキング、幹事打合せもZoom
で完結しました。今後もこれを続ける予定ですので、ぜひ
facebookのグループ「大手前'87」にご参加ください。

福味真樹紅

株式会社　建 調 テ ク ノ
　　　　　　　　平井　匠（S33卒）
〒540-0028　大阪市中央区常盤町2-1-8 FGビル大阪
電話　06-6944-3493　　　FAX06-6944-3497
E-mail　kenchou-techno@kit.hi-ho.ne.jp

（代）

《営　業　種　目》
建築物土木構造物調査診断・耐震診断・非破壊検査・環境調査・地盤調査
耐震補強工事・沈下傾斜建物水平修復・外壁工事・屋根工事・リフォーム・地盤改良・測量

一級建築士事務所　大阪府知事登録（ヘ）第16114号
一  般  建  設  業　大阪府知事許可（般-2）第99741号

外壁タイル診断修繕工事
屋上防水修繕工事
外壁タイル診断（打診）
外壁タイル診断（打診）
外壁タイル診断（サーモグラフィ）
躯体ジャッキアップ・定着工事

＜主な実績＞
大 阪 経 済 大 学

大 手 前 高 校
園田学園女子大学
昇 陽 学 園
大 聖 観 音 寺
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学年会だより
H31年卒

R3年卒

71期　
　令和4年9月18日㈰大阪キャッスルホテルにて、卒業後
初の同窓会を開催しました。同窓生211名と学年主任の
溝脇先生初め、11名の先生方にご参加いただき、有意義

な時間を過ごすこ
とができました。
　先生方からご挨
拶を頂き会が始ま
ると、歓談やレク
リエーションを通
して旧交を温める
ことができました。

気持ちは高校時代に戻ったかのようで、大手前で高校生活
を過ごすことができてよかったと実感できた会になりまし
た。
　コロナ禍の影響で
開催が２年もずれ込
み、人数の関係上、
学科で分割しての実
施となりましたが、
クラスター等が発生
しなかったのは参加
していただいた皆様
のご協力のお蔭で
す。また同窓会の開催をご支援くださった金蘭会の皆様、
企画運営を共に行ってくれた幹事の皆様にもこの場を借り
て感謝いたします。
　次回は71期全員で再会できることを楽しみにしており
ます。

学年代表　湯原颯汰

72期
　去る令和４
年８月21日
㈰、72期生
による「はた
ちの集い」を
シェラトン都
ホテル大阪・大和の間にて開催しました。当日は72期の
卒業生が210名程度と、学年主任の日下部先生初めお世
話になった先生方が８名参加してくださり、２時間の会食
を楽しみました。会の終盤には先生方への花束贈呈と記念
撮影も行われ、高校卒業以来の再会を大いに楽しみまし
た。

中村裕介

73期
　令和５年３月26日㈰に
大阪キャッスルホテルに
て、73期生による「はた
ちの集い」が2会場に分か
れて行われました。当日
は卒業生217名、先生方
８名が参加してくださり、計225名となりました。会食

に加えてビンゴ大会も催
し、会は大いに盛り上がり
ました。久しぶりの再会と
いうこともあり、みな思い
出話に花を咲かせていまし
た。

大麻貴広

は
た
ち
の
集
い

は
た
ち
の
集
い

　現在開講中の『源氏物語』
読書会は、10月で全巻を読
了します。途中コロナ禍によ
る中断を挟みながらも、5期

36回にわたり無事終えることが出来そうなこと、感謝の念
に堪えません。また新たな古典作品を読む会を立ち上げます。
　現受講者には連絡いたします。
　　講　師：大鍛治 和美氏(Ｓ46卒)
　　費　用：1期5,000円〈11月～翌年10月(1･8月休み)の10回〉
　　日　時：第３金曜日　午後２時～４時

お問い合わせ：大鍛治 和美(Ｓ46卒)
携帯：kazumi0088@docomo.ne.jp

　やっとコロナの感染者数が
減少し、スクエアダンスの再
開も望んでいたのですが、緑
内障による視野の劣化が時間

経過と共に進み、もはやスクエアダンスの指導ができない状
況と判断するに至りました。
　ご期待頂いた方々には誠に申し訳ありませんが、スクエア
ダンス同好会は休止いたします。
　何卒ご理解頂きたくお願い申し上げます。

お問い合わせ：水澤　健一(S34卒)
kenmizsw0912@gmail.com(昨夏変更)

携帯：090-4280-1940

スクエアダンス同好会『源氏物語』読書会 同
好
会

R2年卒

〒540-0038
大阪市中央区内淡路町1 - 2 - 9

中 谷 ビ ル 2 階
電 話 （06）6941-8637～8630

相間宏章（S57卒）
中央税理士法人

クライアントの歴史が我々の歴史です

（アイマヒロアキ）

〒574-0011
大阪府大東市北条2丁目19－1
電 話　072-879-3885
FAX　072-879-3886

豊 川　成 和
（H4年卒）

※休診日／木・土曜日午後、日曜日、祝日
※介護保険を利用したリハビリも出来ます
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桐球会（硬式野球部OB・OG会）
　3月20日、合格発表の日に3年生と現役・若手OB混合チーム

との引退試合を行い、その
後、野球部OB会である桐球
会の入会式を行いました。
新たに75期生8名を迎える
ことができました。桐球会
LINEにも入ってもらい、活
動にもこれから積極的に参

加してもらおうと思います。
　OB会としては、４月2日に行われたマスターズ予選では、4名
の20歳台若手OBの参加もあり、大いに盛り上がった試合になり
ました。残念ながら港高校OBに負けましたが、マスターズを通
じて益々OB会を活性化していきたいと思います。またコロナ禍
で開催できなかったOB総会の来年開催に向けて準備をしていき
ます。

横川洋一（Ｓ60卒）

錦志会（剣道部OB・OG会）
　新年稽古会開催
　令和５年１月７日㈯、世の中はまだ「With  コロナ」のなか、
対策を十分に講じたうえで、３年ぶりに大手前高校剣道場で新年
稽古会を開催しました。
　OB・OG達も現役生との久し振りの対戦ということでもあり、
寒さをものともせず、２時間余り竹刀を交えました。
　総会及び懇親会は残念ながら今年も開催することができません
が 、 秋 の 「 リ レ ー ・
フォー・ライフ・ジャパ
ン大阪あさひ」でまた再
会しましよう。
　また、次回の合同稽古
会にはもっとたくさんの
OB・OGが参加できるように、現在「現役」若しくは「リバ剣ご
希望の方」は、錦志会ホームページから事務局宛ご連絡くださ
い。

錦志会事務局　谷本敏光（S40卒）

バレーボール大手前クラブ
～ 総会・懇親会開催のお知らせ ～
 　皆さま、お元気のことと存じます。
 ４年振りに総会・懇親会を下記のとおり行うことと致しました。

記
　日　時：令和５年10月８日㈰12時～
　場　所：道頓堀ホテル（大阪市中央区道頓堀2-3-25）
　なお、８月末頃に案内状をお送りする予定ですので、皆さまの
振ってのご参加をお待ちしております。

 (連絡先）田中宏幸（Ｓ49卒）
ＴＥＬ：06－6630－3005
ＦＡＸ：06－6630－3015

桐蹴会（サッカー部OB・OG会）
★３年ぶりに母校で第20回OB戦を開催！
　昨年11月３日、３年ぶりに母校で開催することができまし
た。OB・OG、現旧顧問の先生方、現役生を合わせ、約80名が
晴天の下で、サッカーを通
して親睦を深めました。総
会では、現役チームのキャ
プテンから近況報告があ
り、本会からの支援として
ビデオカメラと三脚を贈呈
しました。
★桐蹴会創設20周年記念事業について
　本年は創設20年を迎えます。11月３日（金・祝）、元日本代
表でガンバ大阪などでも活躍された播戸竜二氏を招聘し、母校で
講演および一緒にプレーしていただくよう準備を進めておりま
す。詳細は追ってお知らせしますので、是非ご参加ください。

※連絡先：野口幸一　（S54卒）
nogu2631@gmail.com

桐泳会（水泳部OB・OG会）
 これまで奇数年は総会開催、偶数年は会誌発行をしてきました
が、21年度の総会はコロナ禍のため開催を見送り、22年度は
8/6㈯に3年ぶりの実施となりました。初の試みとして、開催場
所を金蘭会館とし、合計11名の方に出席頂きました。
　総会では、会計報告・会員相互の近況報告等を実施、殆ど交流
できなかった会員同士がリアルに参集でき、貴重な機会となりま
した。

クラブ　OB・OG会だより

司 法 書 士　行 政 書 士　法 学 修 士
土地家屋調査士　　宅地建物取引士

成田法務事務所　　
　代表所長　成田　豊

（H11卒）

〒540-0012 大阪市中央区谷町2丁目2番20号
大手前類第一ビル

TEL：06-6948-6480
FAX：06-6948-6481
http://narita-houmu.com
narita-office@ivory.plala.or.jp

成田法務事務所　大阪 検 索

遺 産 相 続 の 手 続
不動産の登記手続
不動産の売却・購入
会 社 の 登 記 手 続

 
オ ンライン申請
携帯テレビ電話
特 殊 郵 便 活 用

おかげさまで14年目
全国対応

・法務大臣報酬規程準拠
・卒業生の方々からのご依頼、いつもうれしく思います
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　当時の感染状況も鑑み、総会
当日の懇親会は、12/2㈮の別
日程で実施、顧問の大菅先生を
お迎えして合計9名の出席者で
非常に楽しいひと時を過ごす
ことができました。

　23年度も活動を継続していきますので、会員皆様方のご協
力・ご参加をお待ち申し上げております。

会長・事務局　眞田　満（S60卒）

吹奏楽OG・OB会
　第20回定期演奏会ご報告
　2023年4月2日㈰、吹奏楽部が第20回定期演奏会を開催し、
多くの金蘭会会員の皆様をはじめ、320名を超えるお客様をお迎
えして無事終演することができました。
　今回は総勢42名の
OG・OB（＆元顧問）
吹奏楽団による２曲の
演奏に加えて、現役生
との合同演奏で創部
50周年記念贈呈曲「New Wings」を初めて披露いたしました。
　「New　Wings」は、創部50周年記念演奏会に来場された
1990年卒業の森好美先生が作曲された完全オリジナル曲で、今
回「世界初演」という大変貴重な機会に立ち会わせて頂きまし
た。現役生にとっては勿論、卒業生にとっても大変有意義な経験
であり、同窓の繋がりを強く感じることができました。
　また、顧問の野坂恭平先生が異動のため、今回が顧問としての
最後の演奏会となりました。永年にわたるご指導に、卒業生一同
心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

OG・OB吹奏楽団2023団長　中島　優衣（Ｒ3卒）

バスケットボール部OB・OG会
　活動再開！
　2020年3月に創部100周年記念行事の開催を準備しておりま
したが、コロナ禍拡大の為中止を余儀なくされ、その後は現役生
の支援を含めた活動のすべてが停止状態となりました。このたび
2024年3月の総会開催に向けて活動を再開いたします。再始動
にあたっては皆様の今まで以上のお力添えが必要となります。ど
うか事情をお汲み取りいただき積極的なご協力をお願いしたいと
存じます。
　国内では五輪でのメダル獲得、アニメ映画でも世界に認めら

れ、ワールドカップも開催されます。我が国のバスケはより確か
な潮流となりました。今後は大手前バスケットボール部を一緒に
盛上げていきましょう。ご連絡お待ちしております。
連絡先：090-9713-1391　Mail：obbc.obog@gmail.com

　奥田佳生（S60卒）

ラグビー部OB会
　３月26日㈰に恒例の北野高校との交流戦を、２年ぶりに北野
高校で開催しました。現役の
定期戦に続いて行われたOB
の交流戦では、これまで大手
前の若手にやられていた北野
が最年長25才という若手メ
ンバー12人を招集。対する大手前は旧顧問60代の岡田先生を筆
頭に50代６名、大学生２名、あとは30代と40代であわせて17
名が参戦。平均年齢に大きな差がある中、50代の２名を北野に
貸す形で15人対14人の試合となりました。前日から続く雨で泥
んこまみれでしたが、その分地面は柔らかくケガもなく楽しめま
した。前後半15分の試合で、結果は０対10で負けはしたもの
の、参加者全員が楽しめた試合となりました。試合後は十三の居
酒屋で反省会。東京から応援に来てくれた仲間も含め大人数での
再会を祝い、コロナで失われた日常が戻ってきたと実感するひと
時となりました。来年３月は大手前開催の予定です。

宮野淳一（S57卒）

桐柔会（柔道部OB・OG会）
　練習会・総会・懇親会の開催報告
　2022年７月18日（月・祝）、現役生との練習会の後、総会
および懇親会を開催いたしました。河﨑先生、佐藤先生、伊藤先
生をはじめ２８名の方にご出席いただき、総会後の懇親会では、
世代を越えて語らい、大いに盛り上がりました。
　懇親会の最後には、丹羽名誉会長（S28卒）より柔道部の歴史

に関する貴重なお話を伺う機会を
得ました。多くの先輩方に支えて
いただいて、今の柔道部があるこ
とを改めて感じました。これから
も桐柔会の活動を盛り上げて、多
くの方に参加いただけるように微
力を尽くしたいと思います。

橋本祐樹（H8卒）

小 川 嘉 誉社会医療法人きつこう会会長
社会福祉法人亀望会理事

第 ６ 期 生
昭和29年卒業

今求められる医療と、ずっと安心できる介護・福祉を提供します
きつこう会ヘルスケアシステム

KHS

社 会 医 療 法 人 き つ こ う 会
多 根 総 合 病 院
多 根 第 二 病 院
多 根 介 護 老 人 保 健 施 設 て ん ぽ ー ざ ん
多 根 脳 神 経 リ ハ ビ リテ ー ション 病 院
多 根 記 念 眼 科 病 院
多 根 ク リ ニ ッ ク
きつこう会 多 根 訪 問 看 護ステーション
多 根 総 合 病 院 居 宅 介 護 支 援 事 業 所

社 会 福 祉 法 人 亀 望 会
江 之 子 島 コ ス モ ス 苑

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
短 期 入 所 生 活 介 護
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー
居 宅 介 護 支 援 事 業 所

ケ ア ハ ウ ス コ ス モ ス ガ ー デ ン
コ ス モ ス の か ぜ 九 条 南
中 央 区 北 部 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー
花乃井地域在宅サービスステーション



●ＥＳＳ「楽しく英語を使う！」
　1年：　6人　　2年：　1人　　3年：　5人
普段は洋楽のリスニングをしたり、ディスカッションをしたり、ネイティ
ブが使うスラングを使ってみたり、英語を使った活動をしています。昨年
度はSNSを使ってウェールズの姉妹校の生徒と交流しました。
●競技プログラミング部「プログラムは思った通りに動かない。書いた通りに動く」
　1年：　7人　　2年：　6人　　3年：　4人
日本情報オリンピック本選出場、スーパーコンピューティングコンテスト
（大阪大･東工大主催）本選出場、パソコン甲子園本選出場を目指して、競
技プログラミングの練習に励んでいます。
●軽音楽部「最高にロックな音楽を」
　1年：41人　　2年：50人　　3年：47人
平日にはバンド練、パート練を行い、休日にライブを開催しました。他校
との合同ライブ（文理学科合同、春日丘高校、阿武野高校、天王寺高校）
も開催しました。ライブ運営を生徒たちの力で行う頼もしいクラブです。
●書道部「一書懸命」
　1年：　8人　　2年：　7人　　3年：　6人
大阪府主催のヤングケアラーのシンポジウムに
参加したり、国際マラソン・ディスタンスレー
ス協会の総会で芥川高校和太鼓部とコラボした
りするなど、外部での活動が増えた実りある一
年となりました。
●将棋部
　1年：　0人　　2年：　3人　　3年：　7人
毎週月・木の２回活動しています。年に数回大阪府内での大会があり、ま
た長期休暇には交流試合も行っています。1月にある大会は級位認定試験も
兼ねており、一定数勝利すると実際に級位をもらうことができます。
●吹奏楽部　
　1年：　9人　　2年：11人　　3年：21人
例年に比べて部員数は少ないですが、いろんな音楽に挑戦し、のびのびと
活動できています。大阪府アンサンブルコンテストで金賞、管打楽器ソロ
コンテスト関西大会にも２名出場し、金賞と銀賞を受賞しました。
●数学研究部「数学を楽しむ！」
　1年：　9人　　2年：　6人　　3年：　5人
数学オリンピックや、京都大阪マスインターセクション（数学のコンテス
ト）に挑んだり、頭を使うパズルゲームをしたり、普段から数学と語り
合ったりして、日々数学と仲良くなっています。
●天文部「アットホームに宇宙を究める！ 」
　1年：　3人　　2年：　2人　　3年：　5人
週に１度の地学教室での活動を通して天文に関する知識を深めました。そ
の成果を文化祭のプラネタリウムで発表しました。11月には皆既月食観望
会を実施、3年ぶりにひらかれた地学クラブ研究発表会にも参加しました。
●生物部「みることは知ることだ  byファーブル」
　1年：19人　　2年：13人　　3年：　9人
飼育している生き物への餌やり、水換え等の世話、大阪城公園や関西地方
の川、山、磯へのフィールドワーク、生物の採集・観察を目的とした合
宿、他校の生物部との交流、大阪府生物研究発表会への参加。

●茶道部「一期一会」
　1年：　6人　　2年：　7人　　3年：15人
裏千家流で月曜と木曜にお稽古しています。令和
４年度は生國魂神社での学生茶会、外国人留学生
エキスポ、芸文連学生茶会、近畿総合文化祭和歌
山大会などに参加できました。いつも皆で楽しく
積極的に学んでいます。
●鐵道研究部「自発的に活動する部活 」
　1年：　4人　　2年：　3人　　3年：　5人
文化祭では部誌の配布、鉄道模型の走行、映像上映、切符等の展示を行い
ました。その他にも体育祭でのクラブ対抗リレーへの出場など、行事に積
極的に参加しています。また、近畿圏を中心に小旅行を実施しています。
●理化学研究部「安全第一・和気藹々」
　1年：10人　　2年：　9人　　3年：　8人
理研部に伝わる定番実験について、ノウハウの伝達と方法の改良に努め、
文クラや文化祭での発表に力を入れました。また、学校見学会でも実験を
披露するとともに、1月には天王寺高校との交流も行いました。
●演劇部「やりたいことを全力で！」
　1年：10人　　2年：　2人　　3年：　2人
普段は週３で，公演前は週６になることも。役者志望はもちろん、裏方も
大歓迎！発声やエチュード、公演の準備など、全員が活躍できる活動を仲
間たちと楽しんでいます。
●美術部「画力向上　和気藹々」
　1年：　5人　　2年：　8人　　3年：　7人
高校展やブロック展に向けて、各自で熱心に作品を制作
しています。昨年度は立体や50号の作品などバラエ
ティに富んでいました。学年関係なく、仲良く活動して
います。
●文芸部「楽しく、仲睦まじく」
　1年：　3人　　2年：　2人　　3年：　1人
毎週金曜日地学教室で楽しく活動中。一昨年度からクリスマス号も加わ
り、年3回の部誌を発行しています。
●漫画研究部「好きなものには、忠実になろう」
　1年：　6人　　2年：　2人　　3年：　7人
文科系クラブ発表会では、文クラ特別号(部誌)を配布、文化祭では漫研オリ
ジナルの栞と文化祭特別号の配布をしました。また、クリスマスにはクリ
スマス特別号を発行して、配布しました。
●クイズ研究同好会「楽しい学びを創り出す」
　1年：　1人　　2年：　5人　　3年：　9人
出題者1人が問読みをし、一着の解答者が答えるという、実戦形式での早押
しクイズをしています。火・水・木曜日の週３回、502教室で活動してい
ます。
●図書委員会
　1年：　6人　　2年：23人　　3年：14人
大手前文化向上の担い手として、カウンター業務・バックヤードの仕事に
励んでいます。カウンターでの読書、勉強は最高！今年もバリバリ活動し
ていきます！！
●放送委員会「優雅に知的にお送りします」
　1年：　0人　　2年：　7人　　3年：　2人
自治会選挙の司会進行、体育祭の進行や場内アナウンスなどの活動を行っ
ています！

「　」内はモットー

【文化系クラブ・委員会】
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外科・内科・形成外科

〒573-0051
枚 方市三矢町 8 番 2 4 号
電 話 072 - 841 - 2 1 3 0
FAX 072 - 841 - 2 1 1 1

理事長 阪口昌子（S39卒）
診療時間 月

◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯

予
　約

予
　約

予
　約

予
　約

火 水 木 金 土
AM9:30～PM12:00

PM2:00～PM4:00

PM5:00～PM6:30

休診日●土曜午後・木曜・日曜・祝日
　　　　（駐車場あり）

医 療 法 人
すずらん会 阪 口 医 院

〒534-0016
大阪市都島区友渕町3-1-28

電話　06 - 6921 - 2 7 2 8

相原克偉（S57卒）

あいはら歯科・矯正歯科
医療法人英信会

診療
時間

平日　9:00～12:00、14:00～19:00
土曜　9:00～13:00



●サッカー部「楽しく、厳しく、やりきる」
　1年：10人　　2年：17人　　3年：14人
大阪春季高校サッカー大会　３回戦進出
大阪高校総体　３回戦進出
高円宮杯U-18後期４部上位リーグ出場
（NK）中河内リーグ　1部リーグ出場
天理カップ　ベスト８
●ダンス部「感謝の気持ちを忘れない」
　1年：15人　　2年：13人　　3年：10人
新入生オリエンテーション、文化系クラブ発表会、引退ライブ、文化祭、
創作ダンス発表会出演（大阪大会）、校内創作ダンス発表会
●ラグビー部「質実剛健」
　1年：　3人　　2年：　0人　　3年：　1人
少人数のため寝屋川高校・いちりつ高校と合同チームを組み、大阪高校総
体、全国高校ラグビーフットボール大会大阪府予選、大阪府新人大会、大
阪府立北野高校との定期戦などでラグビーと向き合い、楽しんでいます。
●合氣道部「仲良く、楽しく、真剣に！」
　1年：18人　　2年：15人　　3年：30人
4月…文クラで演武披露　6月…昇段審査（3年生全員黒帯取得！）
8月…４校合同合宿　9月…文化祭で演武　北野、春日丘との合同稽古や甲
野善紀先生稽古会を実施するなど、頑張って活動しています。　
●硬式野球部「一戦必勝、全力疾走、凡事徹底」
　1年：　7人　　2年：13人　　3年：　8人
夏の大会では優勝候補筆頭の大阪桐蔭相手に笑顔で立ち向かい、SNS上で
も「爽やかで良いチーム」と話題に！短い練習時間の中、公立最強を目指
し工夫して取り組んでいます。
●柔道部「柔よく剛を制す」
　1年：　1人　　2年：　5人　　3年：　2人
柔道部は現在週3日の練習ですが、女子の人数が増え、稽古にも熱が入って
います。昨年度は不戦勝による勝ち上がりでラッキーな面がありました
が、女子団体で１月の近畿大会に出場することができました。
●女子バスケットボール部「闘魂」
　1年：　5人　　2年：　6人　　3年：　7人
2022年度は、インターハイ予選２回戦進出、ウィンターカップ予選出
場、西地区公立校大会中位リーグ進出（22校中13位）、大阪新人大会西
地区ベスト８および中央大会進出決定リーグ進出という成績でした。
●女子バレーボール部「輝け！その一瞬！」
　1年：11人　　2年：　5人　　3年：　8人
春季大会1次予選（部別）優勝：2部昇格。2次予選1回戦敗退。大阪高校総
体予選ラウンド敗退。新人大会１次予選（部別）優勝：１部昇格。公立高校
大会中央トーナメント進出(ベスト32)。新人大会２次予選１回戦敗退。
●女子硬式テニス部「明るく元気に前向きに！」
　1年：　4人　　2年：　5人　　3年：　1人
火、水、木、土、日曜日はコートで練習し、月曜日はオフです。通常は金
曜日に大阪城を走ります。初心者、経験者を問わず和気あいあいとテニス
を楽しんでいます。戦績：大阪高体連テニス　総体ベスト64
●水泳部「泳姿颯爽」
　1年：12人　　2年：12人　　3年：11人
R04の主な実績は近畿高校選手権新人大会50m自由形８位入賞、南大阪大
会50m自由形１位（大会新記録）、大阪新人大会50m自由形５位入賞で
す。いつでも明るい雰囲気で、力を合わせて日々練習に取り組んでいます。

●卓球部「明るく、楽しく、真剣に！」
　1年：12人　　2年：10人　　3年：11人
1年生は高校から卓球を始める人も多く、フレッシュな雰囲気で活動できた
1年間でした。試合もダブルスができるようになり、いつもの活気が戻って
きました。大阪府下ベスト16を目標に、日々研鑽を積んでいます。
●男子バスケットボール部「勝つ！」
　1年：11人　　2年：10人　　3年：11人
火曜日・木曜日は外でトレーニングや城ラン、
水曜日・金曜日は体育館で練習、土曜日・日曜
日は体育館で3～4時間半練習、月曜日はOFF
で活動しています。中央大会出場を目標に頑
張っています。
●男子バレーボール部「コートで輝く青春の光」
　1年：11人　　2年：　7人　　3年：　5人
春季大会１次予選（部別）2部リーグ4位：3部降格。2次予選棄権。大阪
高校総体予選ラウンド１回戦敗退。新人大会１次予選（部別）３部リーグ
出場。大阪府公立高校大会地区予選敗退。新人大会２次予選２回戦進出。
●男子硬式テニス部「明るく楽しくテニスをする！」
　1年：10人　　2年：17人　　3年：　9人
月、水、金、土、日曜日はコートで練習をし、木曜日はオフ、火曜日は大
阪城でランニングをしています。短い練習時間の中で少しでも試合で結果
を残せるよう日々練習し、練習試合も行っています。
●登山部「温泉大好き」
　1年：24人　　2年：　7人　　3年：19人
登山部では週3回の活動で体力の増強を、ほぼ月1回のペースで登山を行い
ました。また、8月の合宿では北アルプスの立山に赴き、3,000ｍの高地
での登山や幕営など、普段の活動の成果を確かめました。
●軟式野球部「笑顔」
　1年：10人　　2年：13人　　3年：　0人
秋季大会は準決勝をかけた試合で残念ながら敗退してしまいました。仲の
良いクラブで毎日元気よく練習しています。
●陸上競技部「雑草魂」
　1年：15人　　2年：18人　　3年：15人
「走るだけで何が楽しいの？」と思われるかもしれま
せんが、短・中長距離、跳躍、投擲などの種目がある
中で、記録を更新する喜びは何物にも代え難いです。
仲間と共に高みを目指して精進しています。
●剣道部「動静一如」
　1年：　8人　　2年：　4人　　3年：11人
2022年度の公式戦の戦績は、第69回全国高等学校剣道大会大阪府予選会
（インターハイ）男子ベスト32、第69回大阪高等学校剣道新人大会女子
個人ベスト32でした。
●バドミントン部「メリハリのある練習」
　1年：22人　　2年：17人　　3年：27人
バドミントンは簡単そうですが、持久力瞬発力などが必要でハードなス
ポーツです。そのため体育館が使えない日も大阪城で走ったりしていま
す。みんなで頑張っています。
●ソフトテニス部「明日やろうはバカやろう」
　1年：23人　　2年：12人　　3年：10人
男女学年関係なく仲が良く、とても雰囲気の良いクラブです。限られた時
間のなかで成果を出せるように、部員全員が協力しています。夏に行う合
宿では、集中して練習に励んでいます。

【運動系クラブ】
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旅客・物流の
　総合交通グループ

坂本 克己（S32年卒）



　年会費・賛助金は、同窓会活動や母校支援など全員に関
わる活動を行うために必要不可欠な財源です。
　ぜひ、納入くださいますよう、ご協力をお願いします。
＊終身会費制度は廃止しました。既に終身会費を納入
されている方は、年会費納入は不要です。その場合
も賛助金へのご協力はよろしくお願いします。

発行所
大阪府立大手前高等学校同窓会
金　　 蘭 　　会編

集
後
記

〒540-0008
大阪市中央区大手前2-1-11
（大手前高等学校内）
TEL：06-6942-3947
FAX：06-6942-4124

発行責任者：
大鍛治　和美

事務局受付：
　　原則として火・木曜日
　　午後1時～４時

　新型コロナが5類に移行、コロナ禍も軽減されてきたため、金蘭会活
動も再開してきています。中でも学年会だよりは多くの原稿が寄せら
れ、嬉しい悲鳴を上げました。学年会が盛んなのは喜ばしい限りで、
来年度以降も無事収めるために、定時評議員会でお知らせしている締
切日や形式を、代表評議員に必ず確認してください。
　G７広島サミットは無事閉幕したものの、世界平和はまだ遠く、コ
ロナも完全には無くなっていませんが、皆様のご協力で無事発行でき
ましたことに御礼申し上げます。ご自愛の上、誌面に是非お目通しを
お願いいたします。

 (大鍛治　和美　S46卒)

年会費：２,０００円

賛助金：1口２,０００円（何口でも可）
同封の郵便振込用紙にてお振り込みください。
注意：現金の場合、窓口・ATM共に現金取扱い手数料110

円がかかることになりました。ゆうちょ銀行の通帳・
カードでお支払い頂くと無料です。
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10部
　1,000円（送料別）

＊10部単位で金蘭会
事務局までお申し込
みください。

金
蘭
会
館
の
運
用
に
つ
い
て

変
更
届

クリアファイルの頒布
（金蘭会創立 130 周年記念）

金蘭会
事務局

　新型コロナウイルスの扱いが5類に移行されました
が、金蘭会館の利用については、高齢者が多いことか
ら、当面以下の通りの運用とします。

1． 換気の励行（玄関扉・窓開放など）
2． 入室時の手指消毒の実施
3． 室内でのマスクの着用
4． 密着・密接の回避（座席配置も）
5． 発熱のある場合は入場禁止

【利用申込み・お問合せ】
火・木曜日 午後１時～４時
TEL 06－6942－3947
FAX 06－6942－4124

ホームページ「ＷＥＢ金蘭会」からも
お申し込みいただけます。

ネットバンキングも「WEB金蘭会」
（ホームページ）から可能です。

学年同窓会開催
サポートご案内

1. 対象学年の
会員宛名シールの提供

………　10円／名
2. 対象学年の
名簿一覧表（A4版）の提供

………　50円／枚
学年代表評議員を通じて金蘭会事務局まで
お申し込みください。
はたちの集い・20周年学年会には

支援があります。

住所変更・改姓・物故など各種変更の際は
事務局へお知らせください。
ホームページからも簡単に変更できます。

次回発行「大手前だより」

〈広告募集中〉
1枠：15,000円　　2枠：30,000円
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